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Ⅱ．解説 

 

〔（１）重要無形文化財の指定及び保持者の認定（各個認定）〕 

 

（工芸技術の部）  

 

１ 江戸
え ど

小紋
こ も ん

  小
こ

宮
みや

 康
やす

正
まさ

 

 

「江戸
え ど

小紋
こ も ん

」は，昭和５３年４月２６日に重要無形文化財に指定されたが，平成２９

年１０月２４日，保持者の逝去により指定が解除された。今回，改めて指定するととも

に，小
こ

宮
みや

氏をその保持者として認定するものである。 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

  ① 名称 

    江
え

戸
ど

小
こ

紋
もん

 

 

② 重要無形文化財の概要 

    小
こ

紋
もん

染
ぞめ

は型
かた

染
ぞめ

の一種で，型紙と防染
ぼうせん

糊
のり

を用いて，細かな反復模様を一面に単色で

染め抜く技法である。桃山時代には既に行われ，江戸時代に武家の礼服の 裃
かみしも

の加

飾技法として発展し，我が国の代表的な染色技法の一つとなった。江戸時代の中・

後期に町人階級に小紋染の着物の着用が広がると，多種多彩な文様が生み出され，

明治時代以降は，一般の着物の柄として広く普及し，今日江戸小紋と称されている。 

江戸小紋の染色工程においては，気候や図柄，生地に合わせた糊
のり

の調合，型紙の

上から箆
へら

で防染糊を置く型付
か た つ

け等が，技術者の腕の振いどころである。また，地色
じ い ろ

（染色された部分）と目色
め い ろ

（防染された部分）の対比の妙は，職人わざの冴えが生

み出す様式美として，高い評価を受けてきた。 

以上のように，江戸小紋は，芸術上価値が高く，工芸史上重要な地位を占める技

法である。 

 

（２）保持者の認定について 

  ① 保持者 

       氏  名 小宮
こ み や

 康
やす

正
まさ

 

生年月日 昭和３１年４月２７日（満６２歳） 

住  所 東京都葛飾区 
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② 保持者の特徴 

同人は，伝統的な江戸小紋の制作技法を高度に体得し,型紙の原紙の和紙や，防染

糊の基材
き ざ い

の米糠
こめぬか

等の用具・原材料の研究を積極的に行っている。それによって極め

て精緻な文様の染色が可能となり，同人の作品は日本伝統工芸展等で受賞を重ね，

高い評価を得ており, 後進の指導・育成にも尽力している。 

 

③ 保持者の概要 

    同人は，東京都葛飾区に生まれ，中学校を卒業後，有限会社小宮染色工場に入り，

父・小宮
こ み や

康
やす

孝
たか

（重要無形文化財「江戸小紋」（各個認定）保持者）に師事し，伝統

的な江戸小紋の染色技法を修得した。 

同人は，祖父・小
こ

宮
みや

定
さだ

吉
きち

（雅号 小
こ

宮
みや

康
こう

助
すけ

，重要無形文化財「江戸小紋」（各個

認定）保持者）から父へと伝えられた江戸小紋の染色技法を受け継ぎ，その技法表

現の研究を重ねながら技の錬磨に努めて高度に体得し，芸術性の高い作品を数多く

生み出している。また，型紙の原紙の和紙や糊の材料の米糠，江戸小紋に適した生

地に至るまで，江戸小紋染色のための用具・原材料の研究も積極的に行ってきた。

その成果は，一寸の幅に筋が４０本以上入る縞を段風に組んだ連
れん

子
じ

柄
がら

に代表される，

特に経験と技術を要する文様の染色として結実している。 

同人は，日本伝統工芸展を中心に作品を発表しており，昭和５８年，第３０回展

において文部大臣賞（優秀賞），平成１８年，第５３回展において高松宮記念賞（優

秀賞）を受賞している。また，同人は，平成２年に十周年記念特別ポーラ奨励賞，

同６年，第７回ＭＯＡ岡田茂吉賞工芸部門優秀賞を受賞する等，多方面から高い評

価を得ており，同２２年には紫綬褒章を受章した。また，同人は，同１９年，第５

４回展以来，日本伝統工芸展で鑑査委員を歴任する等，後進の指導・育成にも尽力

している。 

以上のように，同人は，江戸小紋の制作技法を高度に正しく体得しており，かつ，

これに精通している。 

 

④ 保持者の略歴 

    昭和４７年  父・小
こ

宮
みや

康
やす

孝
たか

に師事 

同 ５５年 第２７回日本伝統工芸展初入選 

同 ５８年 社団法人日本工芸会（現 公益社団法人日本工芸会）正会員（現在に至る） 

    同   年  第３０回日本伝統工芸展文部大臣賞（優秀賞） 

          作品「突
つき

彫
ぼり

小
こ

紋
もん

組
く

み違
ちが

い連子
れ ん じ

」 
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平成 ２年 十周年記念特別ポーラ奨励賞 

同  ６年  第７回ＭＯＡ岡田茂吉賞工芸部門優秀賞 

同 １８年 第５３回日本伝統工芸展高松宮記念賞（優秀賞） 

          作品「江戸型
え ど が た

小紋
こ も ん

染両面
りょうめん

染
ぞめ

「梅
うめ

」」 

同 １９年  第５４回日本伝統工芸展鑑査委員（以後３回） 

同 ２２年 紫綬褒章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （小
こ

宮
みや

康
やす

正
まさ

氏）           （制作中の小
こ

宮
みや

康
やす

正
まさ

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

小宮
こ み や

 定吉
さだきち

（雅号 小
こ

宮
みや

 康
こう

助
すけ

） 

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同３６年３月２３日指定・認定解除） 

小宮
こ み や

 康
やす

孝
たか

  

（昭和５３年４月２６日指定・認定～平成２９年１０月２４日指定・認定解除） 
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〔（２）重要無形文化財の保持者の追加認定（各個認定）〕 

 

（芸能の部） 

 

１ 能囃子方
のうはやしかた

大鼓
おおつづみ

  柿原
かきはら

 崇
たか

志
し

 

  

「能囃子方
のうはやしかた

大鼓
おおつづみ

」は，平成１０年６月８日に重要無形文化財に指定され，現在，保持

者として亀
かめ

井
い

忠
ただ

雄
お

氏が認定されている。現保持者に加えて，柿原氏を保持者として「追

加認定」するものである。 

 

（１）重要無形文化財「能囃子方
のうはやしかた

大鼓
おおつづみ

」について 

能は，１４世紀後半から１５世紀にかけて，観
かん

阿
あ

弥
み

，世阿弥
ぜ あ み

等によって大成された

仮面を用いる楽劇
がくげき

である。極度に簡素化された様式の中，人間の思想，感情の機微
き び

を

繊細な感覚をもって表現する技術，形式を今日に継承し，また後続の諸芸能の発展の

基礎を作った点においても重要なものである。 

能囃子方は，能において器楽を担当する。笛
ふえ

，小鼓
こつづみ

，大鼓
おおつづみ

，太鼓
た い こ

の４種のうち，大

鼓は小鼓の繊細な音色と対照的に迫力ある硬質な音を奏し，太鼓が入らない演奏にお

いてリズムを主導する重要な役割を担う等，能を成立させる上で欠くことの出来ない

技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

① 保持者 

    氏  名 柿原
かきはら

 崇
たか

志
し

 

    生年月日 昭和１５年１１月３０日（満７７歳） 

    住  所 東京都練馬区 

 

② 保持者の特徴 

同人は, 伝統的な能囃子方大鼓の技法を高度に体現し, 大曲を数多く務めながら

卓越した技量を示し，充実した舞台活動を展開している。また, 長年にわたり後進

の指導に積極的に携わり，後継者の育成にも尽力している。 

 

③ 保持者の概要 

   同人は，昭和１５年に大鼓方高安流
たかやすりゅう

柿原
かきはら

繁
しげ

藏
ぞう

の長男として福岡県大牟田市に生ま

れた。同３０年より父の教えを受け，翌年に初舞台を踏んだ後，同３４年に上京し
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て安福
やすふく

春
はる

雄
お

（重要無形文化財「能囃子方大鼓」（各個認定）保持者）に内弟子入門

した。以後，大鼓方の専従者として研鑽に励み，同３６年の「猩 々
しょうじょう

乱
みだれ

」「石 橋
しゃっきょう

」，

同４２年の「道
どう

成寺
じょうじ

」等，大曲を次々と披
ひら

きつつ着実に芸歴を重ねた同人は，同５

７年に重要無形文化財「能楽」（総合認定）保持者の認定を受け，その後も能の最奥
さいおう

の曲とされる老女物
ろうじょもの

「檜
ひ

垣
がき

」「姨捨
おばすて

」「関
せき

寺
でら

小
こ

町
まち

」を務める等，長年にわたり充実

した舞台活動を継続している。曲目を問わず，常にあらゆる曲
きょく

趣
しゅ

を的確に表現し，

かつ規矩
き く

正しい同人の安定した大鼓の技量は，他の能楽師からも信頼が厚く，現在

の能楽界において同人は主要な位置を占めている。このような活発な舞台活動を展

開する一方，同人は社団法人能楽協会（現 公益社団法人能楽協会）及び社団法人

日本能楽会（現 一般社団法人日本能楽会）の役員を歴任し，斯
し

界
かい

の振興発展にも

尽力してきた。 

   また，長年にわたり後進の指導にも尽力し，自身の門下ばかりでなく，能楽養成

会講師，東京藝術大学音楽学部非常勤講師，国立劇場伝統芸能伝承者養成「能楽（三
さん

役
やく

）」研修講師を務める等，後継者の育成に努めてきた。同人の活動に対しては，

これまでに第１５回観
かん

世
ぜ

寿
ひさ

夫
お

記念法政大学能楽賞，平成２６年度恩賜賞・日本芸術

院賞等が贈られている。 

以上のように，同人は，能囃子方大鼓の技法を正しく体得し，かつ，これに精通

しているとともに，その技法を高度に体現している。 

 

  ④ 保持者の略歴 

昭和３０年 父・柿原
かきはら

繁
しげ

藏
ぞう

に入門 

同 ３１年 舞囃子
まいばやし

「船弁慶
ふなべんけい

」前
まえ

にて初舞台 

同    年 「敦
あつ

盛
もり

」にて初能 

    同 ３４年 安福
やすふく

春
はる

雄
お

に内弟子入門（同３７年まで） 

同 ３６年 「猩 々
しょうじょう

乱
みだれ

」「石 橋
しゃっきょう

」を披
ひら

く 

同 ４２年  「道
どう

成寺
じょうじ

」を披
ひら

く 

同 ４８年 昭和４７年度（第２３回）芸術選奨文部大臣新人賞 

同 ５０年 能楽養成会講師（同５９年まで） 

同 ５７年 重要無形文化財「能楽」（総合認定）保持者 

同 ５９年 国立劇場伝統芸能伝承者養成「能楽（三役
さんやく

）」研修講師（現在に至る） 

同 ６２年 社団法人能楽協会理事（平成９年まで） 

同    年  「檜垣
ひ が き

」を披
ひら

く 

同 ６３年 「姨捨
おばすて

」を披
ひら

く 

平成 ６年 第１５回観
かん

世
ぜ

寿
ひさ

夫
お

記念法政大学能楽賞 
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同  ９年 社団法人能楽協会常務理事（同１５年まで） 

同 １０年 「関寺
せきでら

小町
こ ま ち

」を披
ひら

く 

同 １９年 社団法人日本能楽会理事（同２３年まで） 

同 ２３年 社団法人日本能楽会常務理事（同２４年まで） 

同 ２４年 一般社団法人日本能楽会常務理事（同２７年まで） 

同 ２７年 平成２６年度恩賜賞・日本芸術院賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （柿原
かきはら

崇
たか

志
し

氏）        （演奏中の柿原
かきはら

崇
たか

志
し

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

川崎
かわさき

 利
り

吉
きち

（芸名 川崎
かわさき

 九
きゅう

淵
えん

） 

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同３６年１月２４日指定・認定解除） 

亀
かめ

井
い

 俊
とし

雄
お

 

（昭和４３年３月２８日指定・認定～同４４年１２月１４日指定・認定解除） 

安福
やすふく

 春
はる

雄
お

 

（昭和４５年４月２５日指定・認定～同５８年８月５日指定・認定解除） 

瀬尾
せ お

 乃
のり

武
たけ

 

（昭和５９年４月９日指定・認定～平成９年１０月１４日指定・認定解除） 

安福
やすふく

 建
たつ

雄
お

 

（平成１０年６月８日指定・認定～同２９年７月１７日認定解除） 

 

（現保持者） 

亀
かめ

井
い

 忠
ただ

雄
お

 

（平成１４年７月８日認定） 
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（工芸技術の部） 

 

１ 沈金
ちんきん

  山岸
やまぎし

 一男
か ず お

 

 

「沈金
ちんきん

」は，平成１１年６月２１日に重要無形文化財に指定され，現在，保持者とし

て前
まえ

史
ふみ

雄
お

氏が認定されている。現保持者に加えて，山岸氏を保持者として「追加認定」

するものである。 

 

（１）重要無形文化財「沈金
ちんきん

」について 

   沈金
ちんきん

は漆芸の加飾（装飾）技法であり，漆の塗
と

面
めん

に文様を彫り，漆を摺
す

り込んで金

箔や金粉等を窪みに埋めるものである。中国では鎗
そう

金
きん

（戧金，創金）と呼ばれ宋代か

ら行われていた技法で，室町時代には我が国でも始められたと考えられ，近世以降，

特に石川県輪島では高度な発達をみた。 

   彫刻技法には線
せん

彫
ぼり

，点
てん

彫
ぼり

，片
かた

切
ぎり

彫
ぼり

，コスリ彫
ぼり

等の種類があり，刻
こく

文
もん

には箔置き，粉入
ふ ん い

れ，彩色等を施すほか，素
す

彫
ぼ

りのままで仕上げるものもある。彫刻には沈金
ちんきん

刀
とう

（沈金
ちんきん

鑿
のみ

）と呼ばれる彫刻刀が用いられ，沈金
ちんきん

刀
とう

にも表現に応じて工夫が加えられる。従来

は線
せん

彫
ぼり

を主とする技法であったが，近現代には片
かた

切
ぎり

彫
ぼり

，点彫等の手法が考案され，筆意
ひ つ い

や立体感，ぼかし等の多彩な表現が行われるようになった。現在，各種の彫刻技法を

組み合わせた，芸術性豊かな表現が行われている。 

   以上のように，沈金
ちんきん

は，芸術上価値が高く，工芸史上重要な地位を占める技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

① 保持者 

    氏  名 山岸
やまぎし

 一男
か ず お

 

    生年月日 昭和２９年４月１２日（満６４歳） 

    住  所 石川県輪島市 

 

② 保持者の特徴 

同人は，伝統的な沈金
ちんきん

の制作技法を高度に体得し，沈
ちん

黒
こく

や沈金
ちんきん

象嵌
ぞうがん

を積極的に用

いる作風で沈金
ちんきん

表現の可能性を広げた。現代感覚溢れる同人の作品は日本伝統工芸

展等で受賞を重ね,高い評価を得ており, 後進の指導・育成にも尽力している。 
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③ 保持者の概要 

    同人は，昭和２９年，石川県輪島市に生まれた。同４８年から，沈金師
ちんきんし

・福光
ふくみつ

文
ぶん

次郎
じ ろ う

に師事して伝統的な沈金技法を学ぶとともに，石川県立輪島漆芸技術研修所沈

金科で，前
まえ

得
とく

二
じ

（雅号 前大峰
まえたいほう

，重要無形文化財「沈金
ちんきん

」（各個認定）保持者）や

松田
ま つ だ

権六
ごんろく

（重要無形文化財「蒔絵
ま き え

」（各個認定）保持者）等から沈金
ちんきん

をはじめとす

る漆芸技法について指導を受けた。その後，技法表現に独自の創意工夫を加えて研

究を重ね，その技を高度に体得した。 

    同人は，こうした沈金
ちんきん

技法の体得に加え，沈金
ちんきん

の一種で彫
ほり

溝
みぞ

を黒く仕上げる沈
ちん

黒
こく

や，

輪島で沈金
ちんきん

の応用として発展した「沈金
ちんきん

象嵌
ぞうがん

」と呼ばれる技法を積極的に用いる作

風を確立し，沈金
ちんきん

の表現の可能性を広げた。同人の技法には独自の工夫が重ねられ

ており, 彫
ほり

溝
みぞ

に漆を摺
す

り込む沈
ちん

黒
こく

は繊細な質感表現を，彫
ほり

溝
みぞ

に色漆等を埋めて研ぐ

「沈金
ちんきん

象嵌
ぞうがん

」は複雑な色彩表現を可能としている。これらの技法を効果的に織り交

ぜ，北陸の自然や風景を大胆に抽象化して表す作品は，現代感覚溢れるものとして

高く評価されている。 

    同人は，日本伝統工芸展を中心に作品を発表しており，平成１７年，第５２回日

本伝統工芸展で高松宮記念賞（優秀賞），同２２年の第５７回日本伝統工芸展で朝

日新聞社賞（優秀賞），同２８年の第６３回日本伝統工芸展でＮＨＫ会長賞（優秀

賞）を受賞した。さらに，同２４年には紫綬褒章を受章した。また同人は，石川県

立輪島漆芸技術研修所等で講師として指導に当たり，日本伝統工芸展の鑑査委員を

務める等，後進の指導・育成にも尽力している。 

以上のように，同人は，沈金
ちんきん

の制作技法を高度に正しく体得しており，かつ，こ

れに精通している。 

 

  ④ 保持者の略歴 

    昭和４８年 福光
ふくみつ

文
ぶん

次郎
じ ろ う

に師事（同５１年まで） 

同 ５１年 石川県立輪島漆芸技術研修所沈金科卒業 

    同   年 第２３回日本伝統工芸展初入選 

同 ５５年 社団法人日本工芸会（現 公益社団法人日本工芸会）正会員（現在

に至る） 

同 ６２年 石川県立輪島漆芸技術研修所助講師（平成３年まで，以後同１３年

まで同研修所講師，以後同１９年まで同研修所助講師，以後同２０

年まで同研修所講師） 
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平成１６年 輪島塗技術保存会（重要無形文化財「輪島塗」保持団体）会員（現

在に至る） 

同 １７年 第５２回日本伝統工芸展高松宮記念賞（優秀賞） 

          作品「沈
ちん

黒
こく

緑
りょく

陰
いん

箱
はこ

「能
の

登
と

有
う

情
じょう

」」 

同 ２２年 第５７回日本伝統工芸展朝日新聞社賞（優秀賞） 

          作品「漆
うるし

象
ぞう

嵌
がん

盤
ばん

「涼
りょう

蔭
いん

」」 

同 ２４年 第５９回日本伝統工芸展鑑査委員（以後２回） 

    同   年 紫綬褒章 

同 ２８年 第６３回日本伝統工芸展ＮＨＫ会長賞（優秀賞） 

          作品「沈
ちん

黒
こく

象
ぞう

嵌
がん

合
ごう

子
す

「能
の

登
と

残
ざん

照
しょう

」」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（山
やま

岸
ぎし

一
かず

男
お

氏）            （制作中の山
やま

岸
ぎし

一
かず

男
お

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

前
まえ

 得
とく

二
じ

（雅号 前
まえ

 大
たい

峰
ほう

） 

（昭和３０年５月１２日指定・認定～同５２年６月８日指定・認定解除） 

 

（現保持者） 

前
まえ

 史雄
ふ み お

 

（平成１１年６月２１日指定・認定） 
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〔（３）重要無形文化財の保持者の追加認定（総合認定）〕 

 

１ 雅
が

楽
がく

（宮
く

内
ない

庁
ちょう

式
しき

部
ぶ

職
しょく

楽
がく

部
ぶ

部
ぶ

員
いん

） 

 

「雅
が

楽
がく

」は，昭和３０年５月１２日に重要無形文化財に指定され，その保持者として

宮内庁式部職楽部部員が総合的に認定され，現在２４名の保持者がいる。これらの保持

者に加えて，１名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする１名は，雅楽の技法を高度に体現し，重要無形文化財「雅楽」

の保持者としてふさわしい者であるので，重要無形文化財「雅楽」の保持者の団体の

構成員（宮内庁式部職楽部部員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

 ①追加認定の経過 

第 １次認定   ２４名  昭和３０年 ５月１２日 

第 ２次認定   １９名  昭和６２年 ４月２０日 

第 ３次認定    ２名  平成 ５年 ４月１５日 

第 ４次認定    ４名  平成 ８年 ５月１０日 

第 ５次認定    １名  平成１１年 ６月２１日 

第 ６次認定    ２名  平成１３年 ７月１２日 

第 ７次認定    １名  平成１６年 ９月 ２日 

第 ８次認定    ２名  平成１７年 ８月３０日 

第 ９次認定    １名  平成１９年 ９月 ６日 

第１０次認定    １名  平成２０年 ９月１１日 

第１１次認定    ２名  平成２１年 ９月 ２日 

第１２次認定    ２名  平成２２年 ９月 ６日 

第１３次認定    １名  平成２５年 ９月２６日 

第１４次認定    １名  平成２６年１０月２３日 

現保持者数     ２４名 

  

 ②今回追加認定後の保持者数 

  ２５名（延べ６４名） 
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２ 歌
か

舞
ぶ

伎
き

（一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

） 

 

「歌
か

舞
ぶ

伎
き

」は，昭和４０年４月２０日に重要無形文化財に指定され，その保持者とし

て一般社団法人伝統歌舞伎保存会会員が総合的に認定され，現在１８１名の保持者がい

る。これらの保持者に加えて，２６名を保持者の団体の構成員として「追加認定」する

ものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定について 

今回認定しようとする２６名は，歌舞伎の技法を高度に体現し，重要無形文化財「歌

舞伎」の保持者としてふさわしい者であるので，重要無形文化財「歌舞伎」の保持者

の団体の構成員（一般社団法人伝統歌舞伎保存会会員）として追加認定するものである。  

 

（２）備考 

①追加認定の経過 

第 １次認定   ９０名  昭和４０年 ４月２０日 

第 ２次認定   ５７名  昭和４７年 ５月２８日 

第 ３次認定   １９名  昭和４９年 ４月２６日 

第 ４次認定   ５３名  昭和５１年 ４月２５日 

第 ５次認定   ３１名  昭和５４年 ４月２３日 

第 ６次認定    ９名  昭和５６年 ３月２７日 

第 ７次認定    ７名  昭和５８年 ５月１０日 

第 ８次認定   １２名  平成 ２年 ４月１８日 

第 ９次認定   １６名  平成 ９年 ６月 ６日 

第１０次認定   ２４名  平成１３年 ７月１２日 

第１１次認定   ３１名  平成１７年 ８月３０日 

第１２次認定   ３６名  平成２１年 ９月 ２日 

第１３次認定   ２６名  平成２４年１０月 ４日 

第１４次認定    ９名  平成２７年１０月 １日 

現保持者数    １８１名 

 

②今回追加認定後の保持者数 

２０７名（延べ４４６名） 
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３ 義太夫
ぎ だ ゆ う

節
ぶし

（義太夫
ぎ だ ゆ う

節
ぶし

保存会
ほぞんかい

会員
かいいん

） 

 

「義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

」は，昭和５５年４月２１日に重要無形文化財に指定され，その保持者と

して義太夫節保存会会員が総合的に認定され，現在２２名の保持者がいる。これらの保

持者に加えて，４名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする４名は，義太夫節の技法を高度に体現し，重要無形文化財「義

太夫節」の保持者としてふさわしい者であるので，重要無形文化財「義太夫節」の保

持者の団体の構成員（義太夫節保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

 ①追加認定の経過 

第 １次認定   ３０名  昭和５５年４月２１日 

第 ２次認定   １１名  昭和６１年４月２８日 

第 ３次認定    ８名  平成１２年６月 ６日 

第 ４次認定   １０名  平成２１年９月 ２日 

第 ５次認定    ４名  平成２７年１０月１日 

現保持者数     ２２名 

 

②今回追加認定後の保持者数 

２６名（延べ６７名） 

 


